
一般社団法人 千葉県社会福祉士会 

2022年度 第７回理事会議事録 

 

１．開催日時 2023年 1月 22日(日) 10:00 ～12:15  

 

２．会 場  ZoomによるWeb会議 

 

３．出席者   

会長      榑林 

       副会長     山口（利）、古澤、白井 

事務局長    秦野 

事務局次長   及川 

会員理事   （総務委員会 企画部会・広報部会）瀧澤 

（総合相談委員会）松本 

       （研修委員会）浅見 

（ぱあとなあ運営委員会）四ノ宮、石橋 

（司法福祉委員会）宮下 

（災害対策委員会）服部 

高橋 

外部理事   片山、中村、水野、吉留 

監事    市原 

相談役     渋沢 

        計 理事 18名、監事１名、相談役１名 

欠席  伊藤、岡本（武）、山下、竹嶋 

                       敬称略 

４．議 題 

（１）会長と三役会からの報告 

・ 孤独・孤立相談ダイヤルの取り組みについて 

・ 談話室の開催について 

・ 外部委員の推薦について 

・ 経営戦略会議について 

・ 2022 年度 関東甲信越ブロック連絡協議会の開催について 

・ 新社会福祉センターへの移転について（４月１日開館） 

・ 事務局人事について 

・ インボイス制度の進捗について 

・ 代議員の定数未達について 

・ 次年度理事会開催日程案 

（２）議事 

 ・ 新入会員の承認について 

・ＪＣ模擬試験（ＪＣ教育研究所）との継続契約について 



・ｅラーニングの導入について（導入する場合は日本社会福祉士会へ 年間 ４月～翌年３月 １

６５，０００円支払う） 

・ぱあとなあ受任会費の使途拡大と上限廃止について 

（３）各委員会報告事項に対する質疑 

 

５．議事録 

○ 出席者の確認 

事務局次長より、現在、対面及びZoomによる出席者２０名 定款第 34条により定足数に達しており、

本理事会は成立すると報告。また、Web 会議システム（Zoom）により、出席者の音声と映像が即時に他

の出席者に伝わり、適時的確な意見表明が互いにできる仕組みとなっていることが確認されて、議案の審

議に入った。 

 

会長 

明けましておめでとうございます。理事会を開始する前にグランドルールについてお話したい。福祉の

ため、会のために皆さん意見を出し合っているので、お互い尊重し合って発言することにいたしましょ

う。尊重を欠くような攻撃的な表現にならないように気をつけてください。今後は忌憚のない意見を述べ

合いつつ、一方では相手への尊敬を常に忘れず、対案をもって発言してください。今日はよろしくお願い

します。 

（１）会長と三役会からの報告 

〇孤独・孤立相談ダイヤルの取り組みについて 

説明：副会長 

 

〇談話室の開催について 

説明：副会長 

〇外部委員の推薦について 

説明：副会長 

〇経営戦略会議について 

説明：副会長 

〇2022 年度 関東甲信越ブロック連絡協議会の開催について  

説明：副会長 

〇新社会福祉センターへの移転について（４月１日開館） 

説明：事務局長 
4 月 1 日千葉県の新しい社会福祉センターがオープンします。このことに伴い事務局も下記住所へ移

転します。転居は 4 月 1 日に間に合うように３月中を予定しています。電話番号、FAX 番号、メールア
ドレス共に変更はありませんが、3 月は上記に伴いご来局いただいての対応難しく、直接お越しいただく
のは 4 月 1 日以降でお願いいたします。皆様には大変なご不便おかけますが、ご理解ご協力のほど、ど
うぞよろしくお願いします。3 月中旬以降は旧事務所には入れなくなります。１２月２３日に内覧に行っ
てきました。ガラスが多く明るい作りです。最新の設備、授乳室、相談室も設置されています。 
千葉県社協、千葉県ホームヘルパー協議会などの専門職団体、各種障害者団体、県の外国人介護人材支援
センター、保育士・保育所支援センターなども入ります。情報交換が可能になりますが、かなりにぎやか
になると予想しています。当会の事務局は５階、北向きですが見晴らしの良い場所です。 
〇事務局人事について 



説明：事務局長 

現在常勤職員２名、非常勤職員２名の４名＋私で事務局を運営していますが、非常勤の磐城事務員がご

家庭の都合で今月末で退職となりました。８月の採用以来、基礎研修を担ってもらい、大変貢献してもら

ったのですが急なことで対応に追われています。先日の金曜、浅見研修委員長にも事務局に直に足を運ん

でいただき引継ぎ含め急遽の打合せを行ったところで大変ご迷惑おかけしております。今年度４名の非

常勤職員を採用し、３名の退職となり定着が難しい現状があります。今後デジタル化も推進しなければな

らず、次回の採用について三役で検討を加えているところです。 

新社会福祉センターへの引っ越しも迫っており、事務局業務が一層ひっ迫しております。鋭意努力を続け

ていきますが、皆様にも状況の理解とご協力をお願いします。 
 
〇インボイス制度の進捗について 
説明：事務局長 
 
〇代議員の定数未達について 
説明：事務局長 
 
〇次年度理事会開催日程案 
説明：事務局長 
 
（２）議事 
会長 
ではこれより議事を進行する。 
 

〇新入会員（●人）の承認について 
説明：事務局長 
会長 
資料のとおりであるが承認の方は挙手をお願いする。 
→賛成多数と認め新入会員●名は承認された。 
 
〇ＪＣ模擬試験（ＪＣ教育研究所）との継続契約について 
説明：研修委員長 
 
 
〇ｅラーニングの導入について（導入する場合は日本社会福祉士会へ 年間 ４月～翌年３月 １６５，
０００円支払う） 
 
会長 
資料のとおりであるが承認の方は挙手をお願いする。 
→賛成多数と認め  は承認された。 
 
説明：研修委員長 
〇ぱあとなあ受任会費の使途拡大と上限廃止について 
説明：ぱあとなあ運営委員長 
会長 
資料のとおりであるが承認の方は挙手をお願いする。 
→賛成多数と認め  は承認された。 
 

（３）各委員会報告事項に対する質疑 

 

 

 

その他、連絡事項はないか。 

〇外国人の生きる権利を考える会について 



 

 

会長 

進行を事務局次長にお返しする。 

 

事務局次長 

午後の談話室に参加する役員は挙手をお願いする。→数名の参加表明があった。 

では、以上をもって第７回理事会を閉会する。お疲れ様でした。 

 

12 時 15 分閉会 

 


